
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立与野南小学校 ）     学校番号 ８６                             【様式】 
目 指 す 学 校 像 「笑顔輝く 楽しい学校」   ～ 「チーム与野南」 ＋ ３つのＣ(Ｃhance・Ｃhallenge・Ｃhange) ＝ 楽校 ～        

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現 
２ 豊かな心の推進と安心・安全な教育環境整備 
３ コミュニティ・スクールによる連携・協働体制の構築 
４ 「チーム与野南」を合言葉に協働共励の組織づくり 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年１月１９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査では、国語、算数とも

に全国、市平均と比べ概ね良好な結果である。 

○市の学習状況調査において、「自分と違う意見

について考えるのは楽しいと思う」の質問に肯

定的な回答をした児童の割合は、全国を上回っ

た。 

〇市の学習状況調査において、学習に関する関

心・意欲・態度に関する質問に肯定的な回答を

した児童の割合は、市平均と比べ理科で高く、

国語・算数で、やや低い学年もある。 

 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査の全国平均と比べ、国

語「書くこと」・算数「変化と関係、データの

活用」領域では、他領域ほどの優位差がない。 

○国語・算数への関心を高めながら、児童が国語

や算数を学習することの意義や達成感、充実感

を味わえるようにすることが課題である。 

・主体的・対話

的で深い学び

の実現 

「学力向上に関

する取組」 

①5・6 年生の教科担任制と 3・4 年生の

学年内交換授業を展開する。 

②ドリルパークやスタディサプリなどの

ＩＣＴを活用した学習活動を展開す

る。 

 

③「STEAMS TIME」で、探究的な学びを

行う単元を創り出し実施する。 

(外部機関と連携したプログラミン

グﾞ学習等の実施) 

④教員と児童が共に学び、試行錯誤しな

がら、現代的な課題の解決を目指す

「STEAMS TIME」を展開する。 

①②児童・保護者アンケートにおいて、

「分かりやすく教えてくれる」「分か

りやすいよう工夫して指導」の肯定的

な回答の割合が 90％以上となった

か。 

 

③④教員アンケートにおいて、「探究的

な学びに向け授業改善をすることがで

きた」と回答する教員の割合が 80％

以上となったか。 

①②児童・保護者アンケートにおいて、「分

かりやすく教えてくれる」「分かりやすい

よう工夫して指導」の肯定的な回答割合 

➔児童 98％。保護者 100％。 

 

 

③④教員アンケートにおいて、「探究的な学

びに向け授業改善をすることができた」と

回答した教員の割合 

➔95％。 

企業と連携した「STEAMS TIME」単元を作

成・実施。 

Ａ 

〇R4 年度教科担任制モデル校の実践

を踏まえ R５年度完全実施へ円滑移

行。 

 

 

 

〇本年度作成・実施した「STEAMS 

TIME」単元の修正・再構成。 

 

〇肯定的回答が多く良い傾向で

ある。タブレット端末の急速

な普及に伴い、教職員が活用

できるよう研修しなければな

らないが、その研修の成果が

表れているのではないか。 

 教科担任制については、今後

も小中間の交流を継続し連携

できるとよい。 

 

〇企業と連携した「STEAMS 

TIME」は大変興味深く、有意

義な活動だと思う。今後、継

続できることが望ましいが、

予算面が課題である。地域と

しても、できるところは協力

したい。 
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〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査において、「人が困っ

ているときには、進んで助けている」の質問に

肯定的な回答をした児童の割合は、全国平均を

上回った。 

〇昨年度、けがで保健室に来室する児童、医療機

関を受診した児童が多い傾向あった。 

 

〈課題〉 

〇コロナ禍によるストレスや不透明感、生活の変

化が児童の心身に与える影響が大きいことか

ら、児童一人ひとりの状況を的確に把握し、適

切なタイミングで組織的に支援・相談していく

体制を継続していくことが課題である。 

〇児童が自ら危険を予測したり、回避したりする

力をはぐくむことが課題である。 

・豊かな心の教

育の推進 

「安心・安全に

関する取組」 

①代表委員会を中心とした「あいさつ運

動」と異学年集団による交流活動を

展開する。 

 

②道徳教育・人権教育を推進するととも

に、児童の善行を全校放送で紹介す

る。 

①児童・保護者アンケートにおいて、

「あいさつ」に関連する項目の肯定的

な回答の割合が 90％以上となった

か。 

②児童・保護者アンケートにおいて、

「よさを見つけ認め伸ばす指導」に関

連する項目の肯定的な回答の割合が

90％以上となったか。 

 

①児童・保護者アンケートにおいて、「あい

さつ」に関連する項目の肯定的な回答割合 

➔児童 93％。保護者 87％。 

学校保健委員会で怪我対策を児童が発表 

②児童・保護者アンケートにおいて、「よさ

を見つけ認め伸ばす指導」に関連する項目

の肯定的な回答割合 

➔児童 93％。保護者 98％。 
 

Ａ 

〇PTA・保護者・自治会等と連携協力

した「あいさつ運動」の推進と協力

依頼。 

 

〇児童相互の豊かな人間関係構築に向

け、教科・特別活動における異学年

交流の場の設定。 

 

〇児童会あいさつ運動と連動し

て地域の方にも通学路等で挨

拶していただく取組を始め定

着しつつある。学校評価「あ

いさつ」の項目について、児

童と保護者の回答に若干ズレ

があるため、保護者・地域と

連携協力して取り組んでいき

たい。 

 

〇異学年交流は、小規模校の良

さでもある。本校独自の活動

をぜひ継続してほしい。 

・安心・安全な

教育環境の整

備 

「安心・安全に

関する取組」 

①校内におけるケガの発生場所、件数、

原因等を分析し、児童と結果を共有

できるようにする。 

②生徒指導・教育相談に係る校内委員会

の情報を基に、児童の状況を細やか

に把握・分析し、ＳＣ・ＳＳＷ・外

部機関等と連携して組織的に誠実か

つ適切な支援・相談を行う。 

①児童アンケート「安全に気を付けて生

活している」と回答する児童の割合が

90％以上となったか。 

②児童・保護者・教員アンケートにおい

て、「教育相談」に関する項目の肯定

的な回答の割合が 90％以上となった

か。 

 

①児童アンケート「安全に気を付けて生活し

ている」と回答する児童の割合 

➔95％。 

②児童・保護者・教員アンケートにおいて、

「教育相談」に関する項目の肯定的な回答

割合 

➔児童 84％。保護者 95％。教員 100％。 
 

Ａ 

〇児童主体による「廊下歩行」啓発活

動。 

 

〇児童が居心地のよい相談しやすい環

境整備（教室・保健室相談室）。 
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〈現状〉 

〇昨年度、本校学校運営協議会準備委員会を立ち

上げ、熟議を積み重ね、児童を地域全体で育て

ていくために「つながる笑顔」をキャッチフレ

ーズとし共有した。 

 

〈課題〉 

〇今年度は、昨年度の学校運営協議会での協議を

深化させ目指す児童の姿の具現化を進め、家

庭・地域等に広め共有できるようにする。ま

た、その実現に向けた方策を定め、継続的な取

組に向けた一歩を踏み出す。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

による連携・

協働体制の構

築 

「開かれた学校

づくりに関す

る取組」 

①本校ＨＰ内に、学校運営協議会の情報

を発信するページを作成し、目指す児

童の姿等を広く、家庭・地域と共有で

きるようにする。 

②「与野南小コミュニティ・スクール構

想図」「与野南小コミュニティ・スク

ール概要図」を策定する。 

③児童の発達や学びの連続性・多様性を

理解し、与野南中学校教員による教科

指導や学校行事の連携・協力事業を展

開する。 

①②保護者・教職員アンケートで、「学

校運営に関して、学校・保護者・地域

が連携・協働して、子どもたち成長を

支えている」と回答する割合が 80％

以上となったか。 

 

③「小１プロブレム」「中１ギャップ」

の解消に向けた、保幼小連携及び小・

中一貫教育の新たな取組を実施した

か。 

①②保護者・教職員アンケートで、「学校運

営に関して、学校・保護者・地域が連携・

協働して、子どもたちの成長を支えてい

る」と回答した割合 

➔保護者 98％。教職員 100％。 

 

③「小１プロブレム」「中１ギャップ」の解

消に向けた、保幼小連携及び小・中一貫教

育の新たな取組。 

 ➔与野南中学校区合同引渡し訓練・校内音

楽会中学生発表・中学生による読み聞か

せ活動実施。 

Ａ 

〇本学校運営協議会を主体とした「あ

いさつ運動」の定着・推進。 

 

〇「アプローチカリキュラム・スター

トカリキュラム」推進に向けた保幼

小間の授業参観 
 

〇中学生による小学校での読み

聞かせは今年度実施予定。今

後、保幼少の連携として、校

長の幼稚園訪問、園児の校庭

使用、小学生による幼稚園で

の読み聞かせ等を検討した

い。 
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〈現状〉 

○情報端末をはじめとしたＩＣＴの活用方法につ

いて、エバンジェリストが中心となり研修を重

ねてきた。 

○Ｔ・Ｔや合同授業により、多面的な児童理解や

多様な指導方法等を学び合うことができた。 

 

〈課題〉 

○ＩＣＴの活用については、誰もが学び続けるこ

とができる職場環境づくりが求められる。 

○担当外の教科について、教材研究をしたり、よ

い授業のイメージを共有したりすることが課題

である。 

・「チーム与野

南」を合言葉

に協働共励の

組織づくり 

「教職員の資質

向上に関する

取組」 

①「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向け、外部指導者を招聘した校内研

修を実施する。 

②ブロックに１人エバンジェリストを配

置し、ＩＣＴを活用した授業実践等に

ついて学ぶ機会を月１回設ける。 

①各教員が、授業改善の目標を基に指導

者を招いた授業公開を年間１人１回実

施する。 

②教員アンケートで、「ＩＣＴ機器の活

用を意識した授業を行っている。」と

回答する教員の割合が、90％以上とな

ったか。 

①各教員が、授業改善の目標を基に指導者を

招いた授業公開を年間１人１回実施。 

 ➔指導者を招聘した授業公開年間１人１回

実施。 外部指導者を招聘した校内研究授

業会年３回実施。 

②教員アンケートで、「ＩＣＴ機器の活用を

意識した授業を行っている。」と回答した

教員割合 

 ➔100％。 

Ａ 

〇ICT 機器（プロジェクター含む）の

効果的な活用方法の共有。 

 

〇生徒指導委員会・教育相談部会を活

用した、教育相談的手法や特別支援

教育に関する指導力の向上。 

 

〇教職員の資質能力について、

誰かが突出しているのではな

く、全教職員がバランスよく

安定している。外部指導者を

招聘した研修は、資質能力の

向上につながる、貴重な機会

である。 

 

〇ＩＣＴ機器の活用や特別支

援、教育相談的手法に関する

研修も計画的に実施できると

よい。 

 


